
12.8
7.7

9.6 5.2

H24卒 H25卒 H26卒

5.4
64.8

平成２９年度の取組状況の評価
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施策分野 ２　本県の教育の課題に応じた教育のあり方

２－７　社会的・職業的自立に向けたキャリア教育・職業教育、就労支援の充実

現状と課題
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職場体験の実施状況

小学校(公立) 中学校(公立)

（奈良県教育委員会）

○「将来の夢や目標をもっている」「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している」と回答した児童生徒の割合は、いずれ

も全国平均を下回っている。
○県内中学校における職場体験実施率は平成２９年度98.1％（全国平均未公表)であり、年々増加しているが、実施して
いる学校のうち５日以上実施している割合は全国平均を下回っている。勤労の尊さとその意義に対する理解を深め、勤労
観・職業観を育成するため、カリキュラム・マネジメントの実現を図り、学校現場における職場体験活動を一層充実させる
必要がある。また、高等学校におけるインターンシップ実施率は平成２８年度90.0%（全国平均82.7％）、平成２９年度90.0%
（全国平均未公表)であり、引き続きインターンシップの普及促進に努める。
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「働くことのやりがいや充実感を感じることができた」

（H29 奈良県教育委員会）
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キャリア教育の手引の活用 研修講座の受講人数（人）

「キャリア教育の手引」により、各校種が連携した、系統的・組織的なキャリア教育を推進する。
（目標値：「キャリア教育の手引」を活用した研修講座の受講人数30人以上）

－ － 20

キャリアサポートセンターの運営
キャリア教育支援員による高等学校

訪問延べ回数（回）

キャリア教育支援員の配置による就職希望者のサポートを行う。（目標値：キャリア教育支援
員による高等学校訪問延べ70回以上）

45 57 76

90.0 90.0

キャリア教育コーディネーターの配置
キャリア教育コーディネーターによる
企業等の職場実習先の開拓件数(社)

特別支援学校にキャリア教育コーディネーター２名を配置し、キャリア教育の充実と職場実習
先の拡大を図る。（目標値：キャリア教育コーディネーターによる企業等の職場実習先の開拓
件数70件以上）

30 50 48

県立教育研究所に設置しているキャリアサポートセンターにおいて、就職相談、就職活動に関する情報提供を行う。
「若年者就労強化月間」を実施する。

今後の主な取組より (平成３０年度)

就職相談、就職活動に関する情報提供を行うシステムの充実
「若年者就労強化月間」の実施

インターンシップの拡大

県内の企業や医療・福祉などに関する法人等へのインターンシップを充実させる。

インターンシップ実施率（高等学校） 90%以上

「キャリア教育の手引」により、各校種が連携した、系統的・組織的なキャリア教育を推進する。

職業教育の充実を目指す特別支援学校（高等養護学校）の就職率85%以上

就職に関する支援

キャリア教育の手引の活用

○平成２８年度に引き続き、教育研究所内に設置したキャリアサポートセンターに、キャリア教育支援員２名及びキャリアプランナー２
名を配置したことにより、学校におけるキャリア教育の支援、キャリア教育推進に資する情報等の提供、高等学校の就職指導について
の支援、職場見学・職場体験・インターンシップの受入先の開拓などの業務において、インターンシップ参加者数の増加や面接指導延
べ人数の増加などの成果が見られる。職場体験やインターンシップの実施率は年々増加しているが、勤労の尊さとその意識に対する
理解を深め、勤労・職業観を育成するために、さらに事前事後（見通しと振り返り）の指導充実を図り、これらの取組を継続して推進す
る必要がある。

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

○「将来の夢や目標をもっている」「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している」と回答した児童生徒の割合は依然として低い。自ら
の夢の実現や目標の達成に向けて、主体的に努力する態度や個性に応じて進路を選択する能力の育成に努める必要がある。
○中学校の職場体験や高等学校のインターンシップの実施率は増加しており、今後も学校において勤労の尊さとその意識に対する理
解を深め、勤労観・職業観を育成するために、これらの取組は継続して推進する。また、高校生に対する就労支援を行っているが、
キャリアサポートセンターの更なる体制充実に向けたキャリアプランナーの就労時間の増加や、「キャリア教育の手引」やキャリアパス
ポート（ファイル・ポートフォリオ）等も併用しながら早い時期からの体系的なキャリア教育を展開する必要がある。
○高卒者の就職３年以内の離職率において、本県は全国と比べて、平成２５年度卒業生の＋6.8ポイントから、平成２６年度卒業生＋
4.0ポイントまでその差が縮小したが、依然として全国の離職率を上回っている。職業体験やインターンシップの実施率を上昇させると
ともに、就職(指導)支援、就職相談、就職活動に関する情報提供を積極的に行う必要がある。

「キャリア教育の手引」を活用した研修講座の受講人数30人以上

キャリア教育コーディネーターの配置

特別支援学校にキャリア教育コーディネーターを配置し、キャリア教育の充実と職場実習先の拡大を図る。

評価

取組の成果と課題

インターンシップの拡大 インターンシップ実施率（%)

県内の企業や医療・福祉などに関する法人等へのインターンシップを充実させる。（目標値：イ
ンターンシップ実施率（高等学校） 85%以上）

85.0

平成２９年度平成２７年度 平成２８年度上段：取組名　下段：取組内容

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）
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